
第 67回全国体育学習研究協議会 佐賀大会へのお誘い 

 

全国体育学習研究会会長 鈴木秀人 

 

 民間の教育研究団体として、1957（昭和 32）年の発足以来、半世紀を超える歴史を積み重ねてき

た全国体育学習研究会の全国大会（全国大会は、全国体育学習研究協議会と呼びます）が、本年度

は九州、佐賀の地で行われます。 

 佐賀は、1964（昭和 39）年に第 9 回の全国大会を開いてから今回で 7 回目の全国大会開催とな

る、言わば全体研の歴史とともに歩んできたベテランです。私も、今までに何度も佐賀での大会に

参加させていただいてきました。特に、学生生活を終えたばかりで初めて参加した全国大会が第 33

回の佐賀大会だったのですが、その時にご一緒した佐賀の先生方、そして全国から集まったたくさ

んの先生方の熱心な取り組みと、それを支えている子どもたち一人一人のためにという情熱に対す

る共鳴は、その後、私がこの会へ継続的に参加していくことを決定づけた貴重な経験となりました。 

 本会の研究の大きな特徴は、体育という教科の独自性を人間と運動の関係を問題にする教育であ

るところに求め、そこで取り上げる運動を、人間にとって文化として、そしてその中のプレイとし

て理解し、社会の変化を見通しながらそういった文化、プレイとしての運動を学ぶ場として体育の

授業をつくっていこうとする点にあります。そのために、「ああ、楽しかった」といった感情のレベ

ルに止まらない、その運動に固有の「面白さ」を追究し、それを全ての子どもが味わえるような学

習をつねに目指し、これまで歩んできました。 

 しかしながら、体育だけではなく教育実践の現場においては今、こういった授業づくりの基盤と

なる思想を問う姿勢はどんどん弱くなり、ICT の活用に象徴される、具体的な方法への関心がその

まま授業研究に置き換わっているような状況も見られます。そのような状況であるからこそ、本会

のような、実践を根底でしっかりと支える基本的な考えを論じ、それをみんなでゆるやかに共有し、

子どもたちの現実を注意深く観察しながら、よりよい学習の在り方を探究していく真の教育研究が

必要だと思います。 

 コロナ禍の影響が未だ終息しない中ではありますが、全国から集まる志を同じくする様々な世代

の先生方とともに、子どもたちのために、よりよい教育、体育の在り方を語り合えたらと思います。

昨今取り沙汰されているように、家庭環境の格差が学力の違いに反映されているという問題は、そ

のまま運動経験の格差の問題にもなっています。全体研が大切にしてきた、全ての子どもがそれぞ

れの運動に固有の面白さを味わうことを保障しようという思想は、より一層求められる社会状況に

もなっています。 

全体研の歴史が長い佐賀のグループにも、多くの若い先生方が加わっておられるとうかがいまし

た。ベテランの先生方はもちろん、全国からも、どうぞ多くの世代の先生にご参加いただければと

思います。 

ここに、第 67回全国体育学習研究協議会佐賀大会へお誘い申し上げます。 

 



令和４年１０月１２日 

全国体育学習研究会会員様 

全国体育学習研究会会長 鈴木 秀人 

佐賀大会実行委員長   牟田 尚敏 

 

第６７回全国体育学習研究協議会佐賀大会のご案内（２次案内） 

 

清秋の候、皆様方には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

さて、第６７回全国体育学習研究協議会（佐賀大会）を次の通り開催いたします。ご多用の折とは存

じますが、会員皆様のご参加をいただき、共に研究を深めたいと思い、ご案内申し上げます。 

 

１ 大会テーマ  豊かな「楽しい体育」を目指して 

 

  佐賀大会テーマ  「自分ごととして運動の楽しさや喜びを語る体育学習をめざして」 

 

２ 主催  全国体育学習研究会 

      佐賀県保健体育研究会体育学習研究部会 

 

３ 主管  第６７回全国体育学習研究協議会佐賀大会実行委員会 

 

４ 後援  佐賀県教育委員会 佐賀市教育委員会 

  佐賀県小中学校校長会  

 

５ 会期  令和４年１２月２日（金）～１２月４日（日） 

 

６ 会場  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提案授業・校種別研究会会場 

12月 2日（金） 

※各会場の詳細は次頁参照 

 

【小学校】 

授業①：佐賀市立勧興小学校 

佐賀市立神野小学校 

授業②：佐賀市立高木瀬小学校 

佐賀市立西与賀小学校 

【中学校】 

授業①：佐賀大学教育学部附属中学校 

授業②：佐賀市立大和中学校 

グループワーク会場 12月 3日（土）9：00～ 

西九州大学 佐賀キャンパス TEL:0952-31-3001 

〒840-0806佐賀県佐賀市神園 3丁目 18-15 

宿泊会場  12月 2日（金）21：00～ 

東横 INN 佐賀駅前  TEL:0952-23-1045 

〒840-0801佐賀県佐賀市駅前中央１丁目 10-36 

全体会会場 12月 2日（金）18：00～ 

      12月 4日（日）10：00～ 

サンシティ レンタル会議室 TEL:0952-31-8888 

〒840-0804 佐賀市神野東 2 丁目 1-3 



７ 提案授業・校種別会場 

授業Ⅰ・Ⅱ 研究会Ⅰ（午前の部）  授業Ⅲ・Ⅳ 研究会Ⅱ（午後の部） 

【佐賀市立勧興小学校】（本部） 

〒840-0814 佐賀市成章町 3番 16号 

℡0952-24-4235 

佐賀駅より南へ 徒歩約 10 分 車約５分 

 

【佐賀市立西与賀小学校】（本部） 

〒840-0034 佐賀市西与賀町大字厘外 1437番地 

℡0952-23-6300 

佐賀駅より南へ 車で約 15分 

勧興⇒15分 神野⇒15分 附中⇒5分 

公開授業Ⅰ（9：30～）

単元：３年セストボール 

場所：体育館 

授業者：前田 直孝 

公開授業Ⅱ（10：25～） 

単元：６年体つくり 

場所：体育館 

授業者：松山 和貴 

公開授業Ⅲ(13:35～) 

単元：６年走り高跳び 

場所：体育館 

授業者：大森 常正 

公開授業Ⅳ(14:30～) 

単元：５年表現運動 

場所：体育館 

授業者：山下 能成 

【佐賀市立神野小学校】 

〒840-0805 

佐賀市神野西二丁目 4番 8号 

℡0952-30-4255 

佐賀駅より南へ 

徒歩約 15 分 車約５分 

公開授業Ⅱ（10：40～） 

単元：４年ベースボール 

場所：運動場 

授業者：今泉 唯心 

 【佐賀市立高木瀬小学校】 

〒849-0922 佐賀市高木瀬東五丁目 6 番 12 号 

℡0952-31-3398 

佐賀駅より北へ 車で約 10分 

勧興⇒10分 神野⇒10分 附中⇒20分 

 

公開授業Ⅲ(13:45～) 

単元：３年跳び箱 

場所：体育館 

授業者：大串 尽史 

公開授業Ⅳ(14:40～) 

単元：６年跳び箱 

場所：体育館 

授業者：富永 正幸 

【佐賀大学教育学部附属中学校】 

〒840-0041 

佐賀市城内一丁目 14番 4号 

℡0952-26-1001 

佐賀駅より南へ 車で約 10 分 

 

公開授業Ⅰ（9：35～） 

単元：中２ バレーボール 

場所：体育館 

授業者：牛島 一成 

 

【佐賀市立大和中学校】 

〒840-0211 

佐賀市大和町大字東山田 3554番地 1 

℡0952-62-1315 

佐賀駅より北へ 車で約 20分 

勧興⇒20分 神野⇒20分 附中⇒30分 

公開授業Ⅲ(13:30～) 

単元：中３ リレー 

場所：運動場 

授業者：内田 幹一 

 

【その他】 

○駅や空港から各授業校・全体会会場へは、各自でお越しください。 

〇1日目の昼食については、事前に各自でご用意ください。 

○午前の授業校から午後の授業校への移動は、タクシー等を利用して各自でご移動ください。 

○午前と午後の授業の組み合わせは自由です。申し込みの際に午前の授業と午後の授業、それぞれご

選択ください。 

○1 日目午後の各授業校から全体会会場への移動、２日目のホテルから西九州大学への移動は、佐賀

大会が用意するバスをご利用いただけます。 
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８ 大会日程 

 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 

１日目 ２日（金） 

提案授業 

授業研究会 

全体会 

 

受付 

授業Ⅰ・Ⅱ 

↓ 

研究会Ⅰ 

※授業後、各会場校で 

昼食 

 

移動 

授業Ⅲ・Ⅳ 

↓ 

研究会Ⅱ 

※授業後、各会場校で 

移

動 

全体会 

・開会行事 

・総会 

ＧＷ顔合わせ 

兼 

夕食 

２日目 ３日（土） 

全国提案 

グループワーク 

中央企画 

 

朝食 

 

移動 

ＧＷ 

（途中昼食） 

中
央
企
画 

ＧＷ 夕食 ＧＷ 

３日目 ４日（日） 

グループワーク 

全体会 

 

 

朝食 

 

移動 

全体会 

・報告 

・協議 

・閉会行事 

 

※ＧＷ＝グループワーク 

※２日(金)の太枠部分は、佐賀市教科等体育部会授業研究会を兼ねる。 

 

９ 開会行事並びに総会・中央企画・閉会行事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※佐賀大会の基調提案については、事前に動画にしてオンデマンド配信をいたします。当日までに視聴

を済ませてからご参加ください。動画のＵＲＬ、視聴方法等はメールにてお知らせします。 

 

10 グループワーク 

① 面白さ・コトの共有 ② 面白さに触れながら、 

みんなで楽しい体育 

③ 面白さを核にして、 

社会に広がる体育 

※上記の３つの柱で大きく分け、その中に参観した授業ごとに小グループを作ります。それぞれのグ

ループの構成人数によって各小グループの人数及びメンバーを決めていきます。 

※申し込みが確定次第、事前にメールにてグループ名簿を送付いたします。 

開会行事 12 月 2 日(金) 18：00～19：30 

１ 開会の言葉 

２ 全体研会長あいさつ 

３ 来賓あいさつ 

令和 4 年度全国体育学習研究会総会  

４ 大会実行委員長あいさつ 

５ 閉会の言葉 

 

 

  

閉会行事 12 月 4 日(日) 10：00～11：10 

１ 開会の言葉 

２ 全体研副会長あいさつ 

３ 大会実行委員長あいさつ 

４ 感想発表 

５ 会計報告（事務局） 

６ 次年度開催県あいさつ 

７ 閉会の言葉 中央企画 12 月 3 日(土) 14：00～ 



11 参加費 

種  別 参加の仕方 備  考 参加費 

佐賀市体育部会 佐賀市教科等体育部会授業研究会にのみ参加 つみかさね無 年会費無 ２，０００円 

A 会員 ２泊３日 つみかさね有 年会費有 ３０，５００円 

A 会員 １泊２日 つみかさね有 年会費有 ２３，０００円 

A 会員 宿泊なし（県内にお住まいの方・ＧＷには参加） つみかさね有 年会費有 １６，０００円 

B 会員 当日参加なし つみかさね有 年会費有 ５，０００円 

※参加費内訳：年会費…５，０００円 

宿泊費…１泊につき７，０００～７，８００円 

運営費（紀要発行・バス・会場使用・旅行業務委託代等含む）…１１，０００円 

※宿泊される方は、ホテルの朝食が無料でご利用いただけます。 

※その他交通費・飲食費については各自でお支払いください。 

※急な内容変更については、返金ができない場合がありますのでご了承ください。 

※参加者数の上限を 100名としています。先着順となりますのでご了承ください。 

 

12 申し込み 

 下記ＵＲＬまたはＱＲコードより専用サイト（ＡＭＡＲＹＳ）にてお申込みください。 

 

 https://amarys-jtb.jp/taiiku2022/ 

 

 

 

 

申し込み〆切 １０月２８日（金） 

 

13 その他 お問い合わせ先 

・佐賀大会事務局  佐賀大学教育学部附属小学校 

             ℡ ０９５２－２６－１００５  Fax ０９５２－２６－２０４９ 

             E-ｍail su2542@cc.saga-u.ac.jp  小川 雄也（おがわ ゆうや）まで 

※お急ぎでない場合は、メールでお問い合わせください。 

 

※ 申し込み状況や大会までの進行状況は、大会ホームページにてお伝えしていきます。 

・佐賀大会ホームページ https://saga-taigakuken.com 

 

 

 

 

 

 

https://amarys-jtb.jp/taiiku2022/
mailto:su2542@cc.saga-u.ac.jp
https://saga-taigakuken.com/


佐賀大会が提案する新しい形（With コロナ） 

〇 全体会（開会行事 総会）の時間を 1時間程度で見込み、感染予防に努めます。 

・ 佐賀大会の基調提案については、事前にオンデマンド配信をします。配信方法及び動画の URL等

は、後日参加者の先生方にメールでお知らせいたします。 

 

〇 ＧＷの時間を制限（２１時まで）し、宿泊はすべてシングルにします。 

・ 夜を徹して話しつくす。これぞグループワークの醍醐味だったわけですが、コロナ禍の中長時間

飲食を共にしながら話すことには大きなリスクがあります。そこで、今大会ではＧＷの時間を午

後９時（21時）までと制限させていただくことにしました。 

・ 宿泊についても、シングルとさせていただくことで、感染リスクを少なくします。 

・ 時間制限を設けることで、参加しやすい環境を作ります。 

 

〇 全体の懇親会も行いません。 

・ 感染リスクを下げるために、懇親会は全体では行いません。 

 

〇 岡山大会で好評だった「中央企画」を今回も行います。 

・ 岡山大会では、グループ間交流の中で「考え方について実際に運動しながら体感してみよう」と

いう提案がなされ、翌朝に体育館でカバディを行いました。今回も、全体研企画委員会にご協力

いただき「中央企画」として、グループの枠を超えて学ぶ時間を取りたいと考えています。 

・ 中央企画の後は、グループの枠を超えて交流する時間（グループ間交流会）を設け、多様な考え

方に触れる機会を作ります。 

 

〇 全体の人数の上限を設けます。 

・ 今回の佐賀大会では感染予防の観点から、参加人数の上限を 100 人として開催したいと考えて

います。 

 

○ つみかさねはデータ版にし、紙媒体での送付は行いません。 

・ 印刷費を削減することで、その分参加費を安く押さえています。 


